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外部刺激・環境が、細胞の運動に影響を与えることが知られている。外部刺激・環境には、

化学物質の勾配の違いや、基板の剛性、張力、光強度の他に電気刺激がある。電気刺激にお

いて、特定のパルス電圧を与えると、胚発生や損傷治癒の過程に関係する半月板細胞の損傷

治癒系の細胞運動が増強されることや [1]、電界方向の向きに従い MDCK 細胞集団の運動

方向が変化する現象 [2] が知られている。また、電気刺激は、胚発生、神経細胞成長の誘導、

血管新生、がん転移、損傷治癒といった多くの生理学的プロセスに影響を及ぼすことも知ら

れている[3]。さらに、電気刺激により筋収縮を起こし疼痛を緩和するといった物理療法が

おこなわれており、電気刺激は治療方法としても用いられている。しかしながら、細胞レベ

ルの電気刺激応答の研究例は少なく、このメカニズムは未だ解明されていない。そこで、本

研究では、電界下で細胞集団運動を観察するための実験系の構築と、一様電界下における細

胞集団運動の測定を行った。まず、実験系の構築では、先行研究[1]を参考にし、２つの装置

を試作した。１つ目の装置はインキュベータ内に設置可能で、電界印加前後の細胞位置を測

定する簡易的な実験系（実験系 I）、2 つ目は市販のタイムラプス光学顕微鏡システムに搭

載可能で、長時間の細胞観察が可能な実験系（実験系 II）を試作した。両者は、電気刺激を

与えるための直流電源装置、寒天ゲル、電極、リザーバー、細胞培養部分などで構成されて

いる。この実験系では、細胞培養部分と電極自体を間接的に接続し、実験中の培地の組成変

化を防ぎ、長期的な実験を可能にした。実験系 I を用いて、一様電界下(定電圧)、及び非電

界下で創傷治癒系の帯状の細胞集団の運動性を 48 時間観察した。その結果、細胞集団の運

動性の顕著な電界依存性は見られなかった。当日は、2 つの実験系を用いた細胞運動の長時

間挙動と短時間挙動の電界依存性について報告する。 
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